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第 366 回滋賀県内水面漁場管理委員会  会議要録 

 

１． 

 

日 時 令和７年５月９日（金） 10 時 00 分～11 時 30 分 

２． 

 

場 所 大津合同庁舎７A 会議室 

  

３． 出 席 委 員 林 英志 亀甲 武志 中野 博仁 武友 博次 

佐野 昇 須藤 明子 池田 廣美 三浦 公孝 

池田 則之 田辺 祥子 

 

４． 事 務 局 職 員 牧野事務局長 佐野主任書記 西森書記 関書記  

橋本書記  

 

５． 説 明 員 水産課 松田課長 三枝参事 上垣課長補佐 

佐野主幹（兼務） 

水産試験場 酒井場長 

 

６． 会議に付した事件 別添のとおり 

 

７． 配布した参考資料 別添のとおり 

 

８． 議 事 の 経 過 概 要 別添のとおり 

 

 

 

 

 

                     会  長  林 英志   印 

 

                     署名委員  須藤明子   印 

 

          署名委員  池田廣美   印 
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議 事 の 経 過 概 要 

 

開会宣告 

 

10 時 00 分 

牧野事務局長 ただ今から、第 366 回滋賀県内水面漁場管理委員会を開催しま

す。本日の司会を務めさせていただきます本委員会事務局長の牧野

でございます。よろしくお願いします。 

本日御出席の委員は１０名でございますので漁業法第173条にお

いて準用する同法第 145 条第１項の規定により、本委員会は成立し

ていることを報告いたします。 

続きまして、４月の人事異動により県水産課の職員が変わりまし

たので紹介させていただきます。 

松田課長です。酒井主席参事兼水産試験場長です。水産振興係長

の三枝参事です。漁場環境・資源係長の上垣課長補佐です。本委員

会事務局の主任書記を兼ねます漁政係の佐野主幹、書記を兼ねます

漁政係の西森専門幹、関主幹、橋本主事です。あと、本日は所用に

より欠席していますが、参事は上野です。改めまして漁政係課長補

佐兼事務局長の牧野です。よろしくお願いします。 

それでは、議事の進行につきまして、会長よろしくお願いします。 

 

林会長 ただいまから366回の滋賀県内水面漁場管理員会の議事に入りま

す。本日の議事録署名人は須藤委員と池田廣美委員にお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

それでは、諮問事項に入ります。“愛知川漁業協同組合の遊漁規

則の変更認可”について、水産課から説明をお願いします。 

 

（１）諮問事項 

ア 遊漁規則の変更認可について（愛知川漁業協同組合） 

  水産課説明 佐野主幹 

 

林会長 ただ今の説明について、ご意見、ご質問等があれば発言願います。 

 

中野委員 計算式により求められた金額の妥当性については理解できます

が、資料 1-2①の「２ 変更を必要とする理由」のところの、県下各

地の状況と比較して安価であるという文章が引っかかります。周り

と比べて、安いから値上げするのかという話になると思いますが、

どうでしょうか。 
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佐野主幹 まず、この２番の項目につきましては漁協からの申請書の内容か

らほぼ転記をさせていただいている部分になります。ですから、県

下各地の状況と比較して安価であるということに関しましては、基

本的には愛知川漁協の方でこういうふうに認識されているという

ところでございます。 

変更する理由といたしまして、基本的には委員がおっしゃられる

とおり他所との比較ではなく、自分の漁協の経営内容を見て、金額

を判断するのがふさわしいというのが大前提としてあると思いま

す。ただ一方で、遊漁者の方がここで釣りをしようかといったとき

に、やはりこういう値段を見比べてということもあろうかと思いま

すので、他の漁協よりも安価であるということも変更の理由として

不適切ではないと考えております。 

どういったことが事情としてありましても、金額として妥当であ

るかというのは最終的にここで計算をしておりますし、この委員会

の場でも議論していただいております。愛知川漁協さんがこの金額

が適切かということを考えていただくのが最初の前提ではありま

すが、今回の理由が不適切だとは考えていません。 

 

林会長 アユの年券を買うときに、アマゴ・イワナを同時に買ったら 6000

円と書いてありますが、アマゴ・イワナが２段階に分かれているこ

れを年券というのですか。これは遊漁者にとってどっちが得なんで

すか。同時に買おうと思ったら、6000 円と 5000 円で 11000 円とい

うことになるのですか。 

 

佐野主幹 今回変更があった部分ではありませんが、アマゴ・イワナ・ニジ

マスの年券とアユの年券を同時に買った場合はアユの年券分につ

いて 2000 円値引きされると遊漁規則では読めます。遊漁者の方か

らすると、両方やるのであればセットで買うと得になるになるとい

うことです。 

 

林会長 アマゴ・イワナ・ニジマスの年券をアユの年券と一緒に買ったら

12000 円です。12000 円を払いながら、９月 30 日まではイワナ・ア

マゴ・ニジマスは釣れないってことですか。これは年券というので

すか。 

 

池田則之委員 アユとアマゴ・イワナ・ニジマスの年券を一緒に売っているが、
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アマゴ・イワナの解禁の２月から、６月、７月のアユの年券を一緒

に売っているが、まだアユを放流もしていない、川の状況もわから

ない状況でセットになった年券を売って、アユがもしできない、遊

漁者が竿をだせないような状況になったら、どう対応するのでしょ

うか。 

 

佐野主幹 そのようなリスクも組合の方で認識はされているというふうに

思います。 

また、この券を買われる方も、こういったリスクを承知の上で買

われるのかなというふうに思っております。 

 

池田則之委員 売る方は売っても問題はないのですか。 

 

佐野主幹 問題はないです。 

 

中野委員 今の２点は前にこの委員会で散々議論されたと思います。その

後、意見聴取などをして、同時に売るのが釣り人にとってどうだっ

たのかというアンケート調査を含めて調査すると聞いていました

が、好評なのか、どれぐらいの割合の人が両方一緒に買っているの

かということを調べておきますというような形になったかと思い

ます。セットで買ったことによって具合が悪いというような苦情が

あったのかなかったのか、好評で良く売れていますというような状

況になったのかということも含めて、それ以降報告していただいて

いませんが、どのような状況なのでしょうか。 

 

上垣課長補佐 すみません。今、手元に資料がないのですが、確かに委員おっし

ゃるような議論だったと記憶しています。頭の中のイメージでしか

ないので、必要であれば、次回の委員会でご報告するようにと思い

ます。クレーム等はなかったと記憶しております。販売枚数等は県

が毎年調査をしております。それが委員会でお示しできていないこ

とは大変申し訳ございません。クレーム等はなかったかと思います

が、すごく売れている状況でもなかったと記憶しております。また

調べて報告させてもらう形でよろしいでしょうか。 

 

林会長 先ほど私が言いたかったのは、アマゴ・イワナ・ニジマスのとこ

ろを２段に分けて書かれているけれども、これでも年券というので

すか。漁期が分かれているということですか。 
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佐野主幹 漁期ではなくて値上げする時期を書いています。令和７年の９月

30 日までは 5000 円、10 月 1 日からは 6000 円です。これは令和７

年１回ぽっきりです。 

 

上垣課長補佐 遊漁規則の変更にあたっては金額を書かなければいけないので

すが、認可される日と施工の日やこの料金改定される日が必ずしも

同時ではないので、遊漁規則の水産庁の指導の中でこの切り替わる

日を書きましょうとなっておりまして、令和７年 10 月１日から

6000 円に値上がりするということです。次回の更新の際には 6000

円だけになります。改定前と改定後の両方を書きましょうという指

導になっています。 

 

林会長 わかりました。令和７年だけの話なのですね。令和７年９月 30 日

まで 5000 円は括弧書きでいいのではないですか。これからの年券

は８年、９年は 6000 円なのでしょう。こんなものを書くのですか。

これが遊漁規則にずっと残るのでしょう。また、変えるのですか。 

 

佐野主幹 今現在漁期中であるので、漁期中であるものを変更する場合は、

このように日付を並記して書くとなっています。ですので、この後

奥永源寺の方の遊漁規則の変更を諮問しますが、そちらは今漁期で

はないので、日付は書いていません。漁期中に変更する場合はこの

ように日付を書く指導になっています。 

 

林会長 わかりました。他に意見ございますか。 

無いようでしたら、それでは、ただ今説明のありました“愛知川

漁業協同組合の遊漁規則の変更認可”につきましては、“異議なし”

として答申することといたします。 

なお、答申の文案につきましては、事務局に一任することといた

します。それでは、２番目の諮問事項に入ります。 

 

（１）諮問事項 

イ 遊漁規則の変更認可について（奥永源寺漁業協同組合） 

  水産課説明 佐野主幹 

 

林会長 ただ今の説明について、ご意見、ご質問等があれば発言願います。 
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池田則之委員 これは私のところですけれども、これでアユ事業が改善するかど

うかというのは微妙です。山の方からのすごい濁りが出ていて、去

年もそうでしたけれども、遊漁ができる日がすごく限られてきてい

て、遊漁者が川に入れない日の方が多くなっています。そういうこ

とでこれ値上げさせてもらって、果たして今年も７年の状況はどう

なるかっていうことで、非常に悩んだ末に、料金をちょっと上げて、

様子を見ようかなということです。もうこれ以上ひどくなったら休

業するかアユ事業をやめるかというところまで来ていますので、今

年料金を変えてどうなるかを見てみたいと思っていますのでよろし

くお願いします。 

 

林会長 アユが釣れないような環境になっているということは、行政も知

っているのですか。 

 

池田則之委員 何度も会議をしていますし、土木の方にもお願いしてます。 

 

林会長 どうしようもないのですか。 

 

池田則之委員 山の高い鈴鹿山脈の一番奥から出てきています。一回雨が降ると

大体４、５日濁りがとれません。一週間に一回降ると２日か３日し

か竿を出せません。 

 

林会長 工事をしているわけでもないのにですか。 

 

池田則之委員 自然に山が崩落しています。 

 

林会長 他に意見ございますか。無いようでしたら、それでは、ただ今説

明のありました“奥永源寺漁業協同組合の遊漁規則の変更認可”に

つきましては、“異議なし”として答申することといたします。 

なお、答申の文案につきましては、事務局に一任することといた

します。それでは、３番目の報告事項に入ります。アユ資源の状況

について、水産試験場から説明をお願いします。 

 

（２）報告事項 

ア アユ資源の状況について 

水産試験場 酒井場長 
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林会長 ありがとうございました。ただ今の説明について、ご意見、ご質

問等があれば発言願います。 

 

須藤委員 総合すると、魚が少ないのではなく、水温の上昇が遅れたので遡

上が遅れているという理解でいいですか。 

 

酒井場長 資源自体は少ないです。元々、産卵量自体が平年の５割を下回る

状況でしたので、資源自体が少なかった。さらに成長が遅れ気味で

あったことで遡上が遅くなっています。ようやく成長が回復してき

て、遡上するアユも出始めていますが、朝方の気温が低く、水温が

低いと遡上の準備をしていても、川には上ってこないようです。水

温が上がった昼間にはヤナの下まで昨日は見えるようになってい

ます。来週気温も上がるような予報が出ていますので、気温が上が

ってくれば、今準備を整えているアユは遡上してくれるのかなと思

います。ただ全体的には資源は少ないですので、どっと獲れるかど

うかは慎重に見たいと思います。 

 

須藤委員  姉川などでは、雨の後の濁りの回復が遅い気がしています。それ

も影響しているのですか。 

また情報ですが、カワウの動きを見ていると、朝に巣を出ていっ

たあと河口や川の方には行かずに、琵琶湖で採食して、割と早く戻

っていきます。そんなに採食に困っている様子はないです。どこか

違うところにアユがいるのかなと。姉川だと、河口にはサギ類も全

く集まっていなくて、これは濁りとか水温によるものかなと思って

いたのですが、今の話を総合すると、また５月水温が上がってくる

と、同じように川に魚が上ってきて、そこにカワウが行くようにな

るのかなと思いながら聞いていました。 

 

酒井場長 濁りの影響については、かつて水産試験場の藤原さんが実験で評

価をされていまして、一定のレベル濁りが出ると遡上を忌避します

ので、川から強い濁りが出ていると遡上の妨げになります。ただ、

濁り自体がアユを死なせるような強い影響を与えるかというと、ア

ユが濁り自体には強いと言いますか、死ぬほどの影響はまず受けま

せん。濁りさえ収まれば、遡上します。 

 

林会長 他にないようでしたら、続きましてその他として、内水面漁業振

興計画と淡水真珠振興計画について水産課から報告があるという
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ことですので、水産課から説明をお願いします。 

 

（３）その他 

ア 滋賀県漁業振興計画と滋賀県淡水真珠振興計画の策定について 

水産課 三枝参事 

 

林会長 ありがとうございました。ただ今の説明について、ご意見、ご質

問等があれば発言願います。 

 

林会長 だいぶ前にＮＨＫで見たのですが、真珠の関係で、観光でイケチ

ョウガイに手術することをやっているとの業者の人が出ていまし

たが、それには行政として支援をしていないのですか。 

 

三枝参事 財政的な支援はしていないが、漁業権の指導の範疇で相談に乗る

など側方支援には務めています。 

 

林会長 ＮＨＫの番組は見ましたか？ 

 

三枝参事 すみません。承知しておりません。 

 

佐野主幹 番組は見ていませんが、おそらく、赤野井湾で一般の人に真珠の

核入れ体験をさせていることだろうと思いますが、それであれば知

っています。側方支援はしておりまして、真珠養殖に必要な母貝供

給について、研究などで支援していると認識しています。 

 

林会長 結構若い人がするようになってきているので、しっかりと支援し

てあげてほしいと思います。 

本日の内容は終わりますが、その他として何かございますか。 

 

須藤委員 ５月 11 日の NHK の「ダーウィンが来た」でカワウの特集が放送

されます。安曇川で結構撮影されていて、巣に定点カメラが付けて

あり営巣の状況や、水中映像も撮られているようなので、湖面で魚

を追い掛け回すところとか、よろしければご覧ください。 

 

林会長 銃器駆除は出ますか。 

 

須藤委員 出ません。 



 

 
- 9 - 

 

 

佐野委員 魚がいないというのは、水産試験場が行っている水深 30m の調査

結果だけであって、河川も一定区間だけの調査結果であって、調査

区域外で魚が多い年もあれば少ない年もあります。 

８月 21 日以降に遡上したアユは漁師も獲れないので、全部カワ

ウの餌になっています。親魚を人工河川ではなく天然河川に放流し

たらいいとの話もありますが、密漁者も出てくるだろうし、天然河

川での産卵は有効だと思っていますが、お守りが大変です。産卵場

の糸張りだけはしっかりとやってほしいと思います。今の産卵場の

もっと上流域でも、産卵場を作ってやれば産卵すると思っていま

す。 

 

林会長 産卵期の川の水温が高いのであれば、上流域で産ませればいいの

ではないかと思います。 

 

佐野委員 下流の魚を上流に８月下旬くらいに運んでおけば、上流で水温が

下がった時に産卵すると思います。下流の水温が下がった時に産卵

するのでは遅すぎます。琵琶湖の水温が高いので早すぎてもダメで

す。小さい川でいいので親魚のくみ上げを試してもらいたいと思い

ます。 

 

林会長 温暖化なので、そういうことは検討してもらうべきだと思いま

す。 

 

上垣課長補佐 現在関係者の意見を聞きながら今年のアユの増殖対策の検討を

進めているところです。人工河川は効果的な増殖施設であることは

間違いないものの、琵琶湖の表層水温の高さとか、いろいろな不安

要素が出ている中で、どこに問題があるのかを今年度突き止めてい

きたいと思います。同時に、ご指摘の通り、天然河川での取り組み

を進めようとしています。委員ご提案の、川の上流での親魚放流は

考えていませんが、知内川等の水温の低い川で河床耕耘により産卵

場を作っていくということを今年度、地元漁業者や活動組織と協力

してやっていこうと計画を立てています。手探り状態のところはあ

るけれども、皆様のアドバイスいただきながら有効なアユの増殖対

策を展開していきたいと思っています。 

 

林会長 佐野委員が言った上流への親魚放流も含めて、1 河川でいいから
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検討していただきたいと思います。 

他にないようでしたら、以上で第 366 回滋賀県内水面漁場管理委

員会を終了いたします。 

 

 


